
　
　
　
　
第
二
管
　
紹
介

圏
　
　
・
書

塁
濁
及
び
法
律
賓
蓮
征
の
企
圏
」
馬
於
て
は
家
康
が
支
那
貿
易
の
仲
介
巻
ヵ

ら
温
め
ん
が
六
め
、
乾
れ
て
叉
鈍
國
ミ
も
貿
易
¢
ん
が
穴
め
選
鉱
観
察
に
有
，

馬
晴
信
や
遺
し
れ
る
事
及
び
元
和
元
年
村
山
東
南
を
・
し
て
轟
征
伐
を
圓
ら

し
め
し
事
、
寛
永
七
年
に
は
松
倉
重
政
の
、
同
十
四
年
に
は
幕
府
鼠
ら
の
呂

宍
征
伐
の
計
甕
あ
り
し
事
を
艶
す
。
「
濱
田
彌
兵
衛
」
の
項
じ
は
彌
兵
衛
の
事

業
を
叙
・
し
、
天
野
屋
傳
訊
は
採
る
に
足
ら
す
、
天
野
塵
太
鄭
左
衛
門
ミ
は
恐

ら
く
彌
兵
衛
部
下
の
一
入
な
る
べ
し
ミ
し
、
「
鎖
國
ミ
そ
の
得
失
」
に
於
て
は

B
本
の
損
失
な
吟
む
ε
言
ふ
、
從
來
の
誠
に
尉
す
る
内
田
博
士
の
餓
國
に
よ

略
て
鰐
☆
る
利
盆
も
あ
嚇
ε
言
ふ
所
論
を
疹
酌
こ
て
、
纏
濟
上
、
政
マ
治
上
、

立
化
上
の
三
方
面
よ
り
得
失
を
論
じ
、
潟
湖
に
一
得
一
失
嬉
し
て
比
較
計
算

《
ば
結
局
損
失
の
方
大
な
る
べ
し
定
ぜ
り
鴇
各
項
参
考
論
女
圃
蕾
を
描
け
叉

窩
藁
版
を
挿
入
す
（
東
亜
堂
獲
行
、
慣
二
、
五
〇
）
〔
中
村
〕

　
　
　
　
　
つ
　
も
　
へ
め
　
ぬ
　
へ

　
　
　
　
㊥
二
本
歴
史
囲
錐
第
＝
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ヘ
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
本
暦
に
於
て
は
、
藤
原
時
代
庶
民
の
風
俗
虐
・
し
て
大
阪
四
天
王
寺
所
賊
の

隷
書
古
篤
纏
の
軍
縮
よ
り
、
市
歴
の
圃
を
探
り
て
彩
色
版
建
ぜ
る
を
勧
め
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

し
，
以
下
十
五
葉
の
罵
眞
版
“
に
、
出
雲
大
瀧
に
就
い
て
に
本
殿
，
楼
門
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

・
拝
殿
、
本
殿
上
荷
圃
．
本
殿
模
型
等
を
細
め
，
上
古
の
鏡
に
就
い
て
は
、
人

物
讃
嘆
鏡
、
獣
馨
鋭
，
六
鈴
鋭
，
へ
物
鰭
酒
鏡
、
憩
入
寮
象
鏡
．
四
榊
四
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
も
　
へ
　
も

　
　
　
　
　
も
　
あ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
も

鏡
等
を
、
藥
師
寺
金
堂
藥
師
．
奪
．
ト
就
い
て
拭
三
管
の
外
璽
座
の
左
右
側
．

第
四
號

一
山
ハ
ニ
　
　
（
七
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
も
　
も
　
ヘ
　
へ

北
臼
贈
隅
盲
あ
り
て
、
翻
版
の
編
休
用
一
に
注
意
ぜ
る
を
口
兄
ゐ
，
へ
く
其
外
交
彌
…
麻
呂
墓

誇
泌
螂
恥
師
か
卸
伽
響
か
思
量
・
恥
か
争
静
か
跡
，
衝
わ
衡
廊
、
葡
欝

和
恥
魅
か
険
臨
席
禽
働
憂
・
か
恥
ゆ
仲
静
獅
か
｛
騨
静
か
浄
浄
樽
蜘
齢

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

も

の
調
度
．
西
南
の
役
、
近
吉
以
後
瓶
角
銭
等
に
關
す
る
も
の
あ
り
て
、
夫
れ

認
れ
に
鍛
種
の
圖
版
を
按
排
煙
ろ
は
、
既
刊
の
陶
磁
達
同
じ
く
編
者
の
勢
を

多
ご
診
テ
ベ
、
き
も
の
な
祠
り
0
｛
同
附
…
ず
－
る
に
李
㎜
易
な
ろ
解
設
を
以
イ
、
ず
る
、
℃
、
迄

二
部
ご
還
し
。
（
歴
史
参
考
國
苅
行
魯
籏
．
宥
。
葬
貿
品
〔
西
田
〕

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
爾
最
近
支
那
経
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
生
　
永
助
著

本
書
に
支
那
臨
時
の
財
政
及
び
終
回
状
態
に
就
き
解
諭
…
し
躍
る
も
の
・
ト
し
イ
、

全
篇
八
箪
よ
り
成
り
賄
臨
も
借
恥
曝
廊
あ
か
恥
跡
秘
P
慶
夘
跡
費
扮

臨
璽
・
襲
塗
警
鋤
婁
・
盆
鳥
撃
の
事
忌
を
詳
か
・
難
・

蘂
版
五
百
五
＋
鯨
頁
凡
て
挙
易
の
文
章
を
用
び
支
那
二
一
興
政
の
概
念
を
得

る
鎮
拾
好
の
書
寡
り
（
丁
沢
出
版
融
、
偵
一
『
、
五
〇
）

　
　
　
　
爾
蜘
旛
』
面
諭
脂
跡
面
恥
知
b
都
　

王
國
維
著

愚
舞
河
南
衝
の
段
碗
よ
り
出
土
蓋
し
萢
版
撚
嘗
空
字
の
研
究
か
其
後
釜
々
逞

馨
し
學
昇
を
稗
貫
し
？
あ
る
所
塚
る
が
本
書
の
研
究
ほ
内
藤
博
士
の
猿
表

ぜ
ら
れ
翻
る
「
王
卜
し
を
誠
か
て
更
じ
露
虫
り
試
か
診
ろ
新
研
究
食
し
て
今
其

主
要
な
る
点
を
秘
鍵
れ
ば
、
卜
欝
中
に
貞
燈
干
貧
芝
あ
る
貧
ほ
史
認
索
隠

帝
王
世
紀
山
海
経
等
に
見
ゆ
う
裂
に
し
て
郎
股
の
始
組
れ
る
帝
目
貫
、
。
二


